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1615年オランダ船のボルトガル商船傘捕

家
康

国
際
情
勢
見
極
め
裁
定

江
戸
時
代
初
期
の
1
6
1
5年
、
長
崎
近
海
で
オ
ラ
ン
ダ
の
船
が
ポ

ル
ト
ガ
ル
商
船
を
倉
持
し
た
事
件
を
め
ぐ
り
、
幕
府
の
調
べ
や
徳
川
家

康
が
裁
定
を
下
し
た
経
緯
が
、
オ
ラ
ン
ダ
人
ら
に
よ
っ
て
書
き
残
さ
れ

た
記
録
か
ら
わ
か
っ
た
。
事
件
は
日
本
側
の
史
料
に
見
ら
れ
ず
、
調
査
し

た
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教

授
(
日
欧
交
渉
史
)
は
「
両
国
が
有
利
な
裁
定
を
求
め
、
幕
府
側
に
働
き
か

け
る
様
子
や
、
家
康
の
冷
静
な
判
断
を
伝
え
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。

(
木
須
井
麻
子
)

記
録
は
、
同
セ
ン
タ
ー
と
オ
ラ
ン

ダ
の
ラ
イ
デ
ン
大
が
翻
刻

・
日
本
語

訳
を
進
め
る
「
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館

文
容
」
(
ハ

l
グ
国
立
文
書
館
蔵
、

1
6
0
9
1お
年
)
の
一
部
。
東
洋

貿
易
を
国
策
で
行
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
東

イ
ン
ド
会
社
の
会
議
録
や
、
聞
社
の

ア
ジ
ア
の
海
で
海
賊
行
為
を
し
て
い
た
オ
ラ
ン

ダ
人
の
旅
行
記
に
描
か
れ
た
傘
捕
の
様
子
。
海

賊
船
か
ら
送
ら
れ
た
小
舟
2
隻
が
日
本
船
に
迫

る

(1
6
1
0年
、
欧
州
で
刊
行
さ
れ
た
本
の

図
版
。
閣
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵
)

「冷静な為政者」評価日文研調査

傘
塑
事
件
に
対
す
る
幕
府
の
動
向
を
記
し
た

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
員
の
・
簡

(
1
6
1
5

年
9
月
5
日
付
ハ
1
グ
国
立
文
密
館
蔵
〉

〈
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
と
共
に
出

迎
え
(
中
略
)
陸
上
の
大
砲
か
ら
3

発
、
船
上
か
ら
日
発
、
マ
ス
ケ
ッ
ト

銃
か
ら
複
数
回
祝
砲
を
さ
さ
げ
〉
、

ワ
イ
ン
5
本
と
チ
l
ズ
を
贈
っ
た
。

松
浦
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
船
の
乗
員
を

尋
問
し
、
「
朱
印
状
な
し
」
の
結
果

を
持
ち
帰
っ
た
。

一
方
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
側
に
立
つ
幕

府
役
人
も
い
た
。
幕
府
内
の
動
向
を

探
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
商
館
員
は
同
月
の

書
簡
で
、
長
崎
奉
行
の
長
谷
川
左
兵

衛
が
商
船
の
返
還
を
強
く
求
め
た
、

と
報
告
し
て
い
る
。
翌
月
の
会
議
録

に
は
、
長
谷
川
が
貿
易
の
利
益
を
通

じ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
癒
着
し
て
い

る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。

同
年
日
月

7
日
付
の
会
議
録
に
、
朱
印
状
な
し

の
調
査
結
果
を
出
し
た
松
浦
と
、
長

谷
川
と
の
聞
で
〈
大
げ
ん
か
が
起
き

た
〉
と
あ
る
。

。

家
康
が
オ
ラ
ン
ダ
側
に
対
し
、
傘

捕
し
た
商
船
を
そ
の
ま
ま
所
持
す
る

こ
と
を
認
め
た
裁
定
内
容
は
、
同
年

9
月
初
日
付
の
会
議
録
に
出
て
く

る。
ク
レ
イ
ン
ス
准
教
授
に
よ
る
と
、

「
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
文
書
」
と
は

別
の
史
料
、
出
年
2
月
の
平
戸
イ
ギ

リ
ス
商
館
長
書
簡
(
大
英
図
曲
目
館
蔵
)

か
ら
は
、
家
康
が
朱
印
状
の
調
査
の

ほ
か
に
、
当
時
の
国
際
情
勢
も
ふ
ま

え
て
裁
定
を
下
し
た
様
子
も
う
か
が

え
る
と
い
う
。

こ
の
密
簡
に
よ
れ
ば
、
事
件
が
あ

っ
た
頃
、
家
康
が
英
国
人
の
外
交
顧

問
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
(
三
浦

蹴
航
)
に
、
オ
ラ
ン
ダ
と
ポ
ル
ト
ガ

ル
の
関
係
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
。

ア
ダ
ム
ス
は
、
両
国
が
ア
ジ
ア
の
海

上
で
貿
易
利
権
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し

て
い
る
こ
と
や
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
側
も

オ
ラ
ン
ダ
の
船
を
傘
捕
し
、
捕
虜
を

取
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

家
康
は
こ
う
し
た
説
明
も
頭
に
入

れ
、
外
国
聞
の
紛
争
に
介
入
せ
ず
、

朱
印
状
の
有
無
と
い
う
根
拠
に
沿
っ

て
裁
定
を
行
っ
た
ら
し
い
。
ク
レ
イ

ン
ス
准
教
授
は

「
外
国
か
ら
の
反
感

を
招
か
な
い
、
冷
静
な
為
政
者
の
態

度
だ
。
こ
の
姿
勢
が
江
戸
時
代
の
長

い
平
和
に
も
つ
な
が
っ
た
の
だ
ろ

う
」
と
評
価
す
る
。

。

日
世
紀
半
ば
か
ら
日
本
貿
易
を
行

っ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
対
し
、
オ
ラ
ン

ダ
は
後
発
だ
っ
た
。
だ
が
、
幕
府
が

キ
リ
ス
ト
教
の
禁
教
を
進
め
る
中
、

布
教
に
熱
心
な
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
鈎
年

に
来
航
を
禁
じ
ら
れ
た
。
オ
ラ
ン
ダ

は
貿
易
に
徹
し
、
幕
府
と
深
い
関
係

を
築
き
、
欧
州
勢
の
中
で
対
日
貿
易

を
独
占
し
た
。

今
回
明
ら
か
に
な
っ
た
倉
捕
事
件

の
歴
史
的
な
意
味
に
つ
い
て
、
松
田

清
・
京
都
大
名
替
教
授
(
日
本
洋
学

史
)
は

「ポ
ル
ト
ガ
ル
の
対
日
貿
易

に
、
オ
ラ
ン
ダ
が
実
力
で
打
撃
を
与

え
た
。
幕
末
ま
で
独
占
的
に
行
わ
れ

る
日
蘭
貿
易
へ
の
第
一
歩
と
な
っ

た
、
象
徴
的
出
来
事
と
い
え
る
」
と

話
し
て
い
る
。

詳
細
は
、
今
春
刊
行
の
論
文
集
『
海

賊
史
観
か
ら
み
た
世
界
史
の
再
構

築
』
(
思
文
閣
出
版
)
で
報
告
さ
れ

た。




